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cxposurctoDDT,Thecausesoftheunexpected oftheoriginalresistantstrain.

incrcascofresistanceinF2gCneration were (3) ItisassumedthattheDDT-resistance

discussed. ofadultfliesisduetothepolygeniccharacters

(2) Whenthemixedpopulations,WhichlVere Whicharemanifestedbydominantgeneslocated

hctcrogcnicinDDT-resistance,wereselectedby onthetwomajorchromosomes.

DDT,theirresistanceincreasedashighasthat

OntheI.ethalEffectofSill-con CarbidePowderin VariollS:旺ol'SttlreContents

toAdultsoftheAztlkiBeanWeevil,CaZloso!ruchuschinensisL Stlldicsonthe
Lct血alEffectofSo-calledHInerr PulvirizedDユSもtolnsectst.V.SumioN Ĝ̂ HAW^

(T.TlkeiLaboratory,InstituteforChemicalLaboratory,KyotoUniversity∴Takatsuki.

Ohsaka).ReceivedonTuly31,1954.Botyu-Kagahu19,lou-103,l拍ヰ.

17 水分含有量のことなる茨化珪素砥粒のアズキゾウムシの成虫にたし､する致死作用

について｡いわゆる不活性物質微粉の昆虫にたいする致死作用にかんする研究

第5幸浸.長沢純夫 (京都大学 化学研究折 武居研究g)29.7.31.義理

水分含有丑のことなる炭化珪崇古式粒の,アズキゾウムシにたいする致死の機構拝

Wiggleswortll.TiTTLtのとなえる衣角皮の僻過傷説にくあえて'-gE微粉道子の有する守
水作用力にも基BIするものと,本実験結果より推測される｡

.Ⅰ.緒 官

現瓜 不活性物質徴粉の皿出にたいする致死作川,

すなわち Zachとr-Wirkung の械矧ま.Wiggles-

1VOrth(4)一派のとなえる袈杓斑の損退lLS説 abrasion

theory が,もっとも冥当な学説として-股に受け入

れられているが,広範な実験をおこなっていると,し

ばしばこれだけでは説明できない部分に遭遇すること

が多い｡今回ここに述べる都宍もその1例で,水分合

祁止をかえた択化珪素の砥粒の,アズキゾウムシの成

山にたいする政経作m逆圧を究明した1失政の和光で
ある.本文にはいるに先だち,数値の計許に御助力い

ただいた柴凹抄u子妹に謝意を表する次筋であるo

ⅠⅠ.実 験 材 料

(1) 出化珪無碍社 印2報伽でしろした試料のう
ち.もっともこ まかい iL3000の砥粒をえちび,これ

に和々の柁蛇の水分を吸芯せしめた｡その方法は,試

料を20g づつ小さな杭酸紙の矧こいれ,いくつかの

塩現の過飽和解放をもって調節した温室に,2ケ月間

おいた｡水分の合-Ljl比は,よ拭分析において背速にお
こなわれる方法, すなわち,押立出に 5gの試料を

とt),105-1LOcC の電気乾燥器に.,5時間いれて水分

を放迩した後,冷却押立, その滅丑を 100gの試料

に挽3T.する方法によって決定した｡

(2) アズキゾウムシ 妨 1報(?)記戟のそれとおな

じである｡

ⅠⅠⅠ.実験式置と方法

孤2拙記効のそれとおなじで,温腔 30oC,関係湿

lCO

既 73%/の環境条件をえらんだo

IV.実 験 結 果

矢数の結n三を才i･'Tu;すると,筋 1表のごとく7:tある.

なおこれは,1リiSliF･12月から,194914･1月にいたる欄

間においておこなった宍験の結果である.

Ⅴ.常 窺

筋1表の結ガ主を塾監すると,筋2表にしめすような

数胎をえる｡この水分合和辻と中央致死時間との関係

を図示したのが妨1図で.何者はほほ直線にちかいO

このようにおなじ微粉末でありながら,水分含む止が

占通ると,それによってひきおこされるアズキ･/ウムy
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Tt11,lcl･ TimeT(day)-mort･llityy(,oof)oftldultsoftheazukiI,ctl.nm,evil,CnZloiob'"C/川S
chE'T:enSisL.,treatedlレithpoIYdcrofき3030SiliconcLrT)idcinvarit)usmoisttlrCCOnt占nts
H(,oo/).TIVOhundredsofindivjdu.ItslVCrCllSC【1ine.lChtest.

Moisture
contents
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Table2. Characteristicsoftime-mortalityregressionlineofadultsoftheazuki
beanlVeeVil,CaltosobruchzLSChl〝ensisL.,treated lVithpolVderof者3003siliconcarbidc
invarJ'ousmoisturecontentsH(/oQ/).

の致死時間が増城する那矧 ま,役粉粒子が昆虫をして

死にいたらしめる作fr]横柄の一部には,粉経の-1･3水作

JIJがあづかつているものと解釈するためのひとつの資

料となろう｡そしてまた,iAq者が簡Biな在税のBq係を

しめしていることは,たとえ WjggleslVOrth一派の

となえる田近旧説が致死の基礎因であったとしても,

致死時間の長短を決定したのは,この場合は微粉粒子

の-JJ-する守水作川そのものであったと解釈してさしつ

かえなかろうO不.打拙物門機粉のある柾の昆虫にだい

する致死作用は,一部はそれらの昆虫作よE)水分をqr,i

耽する力に負っているものであるとするならば,ある
ひとつの環境発作下におかれたrLA.1-の1識粉にあってほ,
水分合和辻の少いものの-Jjが,多いもの'よ()美那加勺で

あろうことは想像にかたくない.またi-i.fdiのl故粉では,

多出の水分を吸収する能IJJをもつもののカが,少いも

のよt).その作用カは筋鞘であろう｡守湖く偶力のたか

いアル ミナやシリカの微粉が,ひくいタルクや睨懐･Jb

ルS,ウムなどより致死作FHがHg17著であるというD.lVid

andGardiner(1)の報告はこれを証明する1例である｡

つぎに第 1図にしめしたTfL.税の刀根式を計,罪.し,そ

れにもとづいて雌と経の浪受比の丑JPi.をもとめてみよ

ち.岬裡 それぞれのしめしたTl1枚式 T+b.Jt-a2は
つぎのごとくである｡

雌 T-I.210II-3.812

l.IC T-1..2.-J･3lZ-3.409
両直柁ほほほ平(I-)'でおろとみなして,rL巧:打の b.･を平

均した -1.23:Jをもってこの2式をかきなおすと;

つぎのようになる｡

雌 T-I.233H-3.833

堆 T-1.233H-3.419

これから一定開床湿度環境条件下において,その50/oQ/

を柑 こいたらしめる時間の比をもって,雌唯両者の感

受性の荘5'苺をもとめると, 雌 0.59,碓 】.00となり.
雌,忠相 こくらべて感受性はひくいということができる.

VI.摘 要 .

水分合JJ'止のことなる脱化王毛誠一耶粒の,アズキ･}'ウ
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ムシにたいする致死作fllを検討した結黙,致死時矧こ

上ってあらわされる砥粒の作糊桂皮と水分含有丑とは,

ほぼ此紋に近い関係をしめした｡これは Wiggles-

1yOrth 一派のとなえる去角良の損退職が致死の基挺
出であったとしでも,致死時間の長短を決定したのは,

紙粉枇･-(･のLLl-する萄水作用そのものであったと解釈さ
れる｡粥川と感受性の差異を算定した結凪ま,雄にくら

べて雌はひくく,その程度は 1.00:0.89の割合をし

めした,
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Resumi

lnthispaper,thewriterdiscussedonthe

relationbetlVeenmoisturecontents｡fsilicon

carhidepowderanditslethaleffecttoadlllts

oftheazukibeanlVeeVil,CallosobruclluSChlncnsis

L.Therelationbetween time T(day) and

moisturecontentsH(形)atthe50pcrcent

mortalityofweevilswasrepresentedhy the

equationT+bl,H--a_q.AsWigglesworthandhis

coworkerssaid,itispossiblethatthemortality

ofweevilwascausedhytheahrasivc.lCtion

ofsiliconcarbidepowder.Ⅰ311titisconsidcrcd

thattherateoflethaltimewasduetoits

desicatingaction.Themaleindividualis111(汀e

susceptibletothelethalactionofsiliconcarhidc

polyderthanfemale.

SttldiesonもheSyntheticPyrethroids.lV.Synthesisofβ-Ⅱethylcrotonaldehyde･

YuzoINOUyT.:,'rcrumi SIIIがnlÎM (TakeiLaboratory,ⅠnstituteforChemicalRcseareh,

1くyotoUniversity)ReceivedAug.7,1(J54.BolylL-KagatuL,19,102,1U54(withEnglish

rdsumd)

18 合成ピレスロイドに関する研究 第 lV報* p-Methyl-crotonaldehydcの合成

･押上雄三,綜TIIr:.qti己 (京都大学 化学研究折 武居研究茎)29.8.7.受迅

第二菊頚合成の出発物質として β-ⅡethJIcrotonaldehydeを必要としたの<,この物

質の新しい合成法を探求し,dimethylacrylonitrileの I.iAlIIlによる竿遼元法及び

･dimethylacryloyldihydroq,J.inaldonitrileの硫竣分解蒸習法によりでp-methyl-

crotonaldehydeが純拝に得られることを知ったO

孤二XJrJ'恨州別の二重結合に関するconfigurationの

決'jiitと 1'yrcthrinsI頁の完全合成を寂終日的とし

て.謹ヲ渚等は既に予報(1)に於で,.p-methylcrotonaト

(ltlhydL･からLh発してち写二義'j酸の合成を試み,mp.180

-180.､50の.1.渋色板状結晶の酸を1LFl,これが合成約二対

校に対して理論的にあE)手EJべき4柾のラセミ形幾何鵜

性休のうちの-であらうと報告した｡著者等のこの合

成を進めるに当って β一methylcrotonaldehydeの可

成の迫を必姿とした.然るにこのC5の α,〟-不飽和

aldehydeは普通の aldchyde合成法の適用Lii来ない

得難い化合物であることが判明しその新しい合成法を

見出すために多くの時間を讃さi･るを得なかった｡文

献として報JJl.･されたこの化合物の合成法はFiscllCr(=)

の方法が唯一のものである.

本法では jso-valeraldehyde(I)の央対 ヒ旺応を

-200--250の低温で行ふため,紫外税を強く旧

射しても,反応速度が槌めて遍く､,完全にnrの色が

消失するには連続的に長時間を智し,しかも温蛇が上

井す ると monoh;''thide(B) の代 りに多故の

dibromideが三l三成し, 冷却を中断することが山来な

いO叉,脱Ii13r(a-1Y)の隠程に放てbromoaccbl

を 160-1700で KOH 或は NaOIIと熔融処理す

cc:;>cHこcH2･CH･101ト･T･cc王か CH･Cli2･CHO一慧一･ELj;>C王i･CllUr･CIIO｣主些 -L -lJUu､~=J I

E王;;>clI･Cll･Br･C王‡(OF")2-三豊 一ccil:>C-cfトCH(OEt)2T d-託 ',C-cH･CHO且 1＼U11､一日J lY acid ､~▲JJ v

*林研究は武居教授の指導のもとに行ったものである｡猶研究費の一部は文部省総合科拳m･究かこ仰いだ｡
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